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ま
ち
の
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ

て
い
る
板
井
原
川
の
自
然
環
境
を

守
ろ
う
と
、
７
月　

日
、
地
元
ボ
ラ

２１

ン
テ
ィ
ア
が
清
掃
作
業
を
行
い
ま

し
た
。　

　

９
人
の
中
学
生
を
含
む
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
約
２
０
人
は
、
根
雨
神
社
近

く
の
板
井
原
川
周
辺
の
草
取
り
・
ご

み
拾
い
の
ほ
か
、
水
害
で
土
が
流
さ

れ
て
い
た
花
壇
に
土
や
落
ち
葉
を

入
れ
、
サ
ル
ビ
ア
と
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
の
苗
を
植
え
る
な
ど
の
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
中
学
生
か
ら
は
、「
小

さ
い
頃
か
ら
遊
び
に
き
て
い
た
板

井
原
川
を
き
れ
い
に
で
き
て
う
れ

し
い
」「
自
分
で
希
望
し
て
参
加
し

ま
し
た
。
作
業
は
大
変
だ
け
ど
や

り
が
い
が
あ
る
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

み
ん
な
の
川
を
き
れ
い
に

　
　

作業に汗を流す中学生

落ち葉は腐葉土に利用

　川に家庭のごみや空き缶などを捨てる人が後を絶ちません。

美しい環境を守るため、ごみを川に捨てるのは絶対にやめましょう！

　

福
長
と
日
南
町
霞
を
結
ぶ
、
一
般

国
道
１
８
３
号
「
生
山
道
路
」
が
７

月　

日
開
通
し
ま
し
た
。

２６

　
「
生
山
道
路
」
は
、
江
府
町
か
ら
広

島
県 
三
次 
市
に
至
る
延
長
約
９
０
㌔

み
よ
し

の
地
域
高
規
格
道
路
「
江
府
三
次
道

路
」
の
一
部
区
間
で
、
延
長
約
４
・

６
㌔
の
自
動
車
専
用
道
路
で
す
。

　

開
通
に
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
た
竣
工

式
に
は
片
山
知
事
を
は
じ
め
、
県
・

町
関
係
者
、
地
元
代
表
者
な
ど
が
出

席
、
通
り
初
め
パ
レ
ー
ド
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
開
通
に
先
立
ち
７
月　

日
２３

に
は
、
開
通
前
の
道
路
を
歩
く
「
開

通
記
念
ウ
ォ
ー
ク
大
会
」
が
開
か
れ
、

多
く
の
人
が
参
加
、
快
晴
の
下
で
景

色
を
味
わ
い
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
「
江
府
三
次
道
路
」
は
、
将
来
中
国

縦
貫
自
動
車
道
や
中
国
横
断
自
動
車

道
岡
山
米
子
線
と
一
体
と
な
っ
て
広

域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、

交
通
・
物
流
の
円
滑
化
に
よ
る
地
域

経
済
の
振
興
や
地
域
の
み
な
さ
ん
の

利
便
性
の
向
上
な
ど
、
地
域
の
活
性

化
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で
す
。

地
域
交
流
の
大
動
脈
へ

　
　

開通初日の通り初めパレード

開通前の道路を歩く「一度きりの ｣ウォーク大会
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７
月　

日
か
ら　

日
ま
で
、
夏
の
交
通
安
全

１２

２１

県
民
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
①
子

ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
、
②
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
の
徹

底
、
③
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
、
を
重
点

事
項
に
、
県
内
全
域
で
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の　

日
に
は
、
町
交
通
安
全
対
策
協
議

１２

会
員
や
交
通
指
導
員
ら
約　

人
が
参
加
し
、
街

２０

頭
広
報
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
サ
ン
プ
ラ
ザ
と
丸
合
駐
車
場
で
、

車
で
訪
れ
る
買
物
客
ら
に
交
通
安
全
の
チ
ラ

シ
や
記
念
品
を
手
渡
し
な
が
ら
「
安
全
運
転
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

事
故
の
な
い
明
る
い
ま
ち
に

　
　

一人ひとりに安全運転を呼びかけ

　

７
月　

日
、
開
発
セ
ン
タ
ー
で
町
人
権
・

１５

同
和
教
育
学
習
講
座
（
町
教
育
委
員
会
主

催
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
大
山
町
立
光
徳
小
学
校
教
頭
、

河
合 
鎮
徳 
さ
ん
を
迎
え
、「
暮
ら
し
の
中
の

や
す
の
り

人
権
を
見
つ
め
な
お
し
て
み
ま
せ
ん
か
」

と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

河
合
さ
ん
は
、
部
落
差
別
や
ハ
ン
セ
ン

病
元
患
者
へ
の
差
別
な
ど
、
県
が
取
り
組

ん
で
い
る
８
つ
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
話

し
、
ま
た
差
別
を
描
い
た
歌
を
ギ
タ
ー
で

弾
き
語
り
す
る
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊

か
な
内
容
で
様
々
な
人
権
問
題
に
つ
い
て

の
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

人
権
を
見
つ
め
な
お
す

　
　

差別の現実を歌う河合さん

　

相
次
ぐ
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
産
物
被
害

を
防
ご
う
と
、
７
月　

日
、
下
上
菅
集
落
の

１７

水
田
で
防
護
柵
の
設
置
作
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
集
落
が
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
交
付
金
を
活
用
し
一
昨
年
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
も
の
で
、
当
日
は
地
元
住
民

の
ほ
か
、
県
の
イ
ノ
シ
シ
対
策
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
イ
ノ
シ
ッ
シ
団
」
や
、
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
合
計　

人
が
参
加
し
、
総
延
長

２１

１
㌔
に
わ
た
っ
て
金
網
フ
ェ
ン
ス
を
設
置

し
ま
し
た
。

■
お
知
ら
せ　
「
イ
ノ
シ
ッ
シ
団
」
は
、
防

護
柵
の
設
置
・
撤
去
や
維
持
管
理
を
行
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
で
す
。
派
遣
を
希
望
す

る
集
落
は
役
場
産
業
振
興
課
（
電
話　

‐
２

７２

１
０
１
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

イ
ノ
シ
シ
被
害
を
防
止

　
　

　

　

日
野
川
沿
い
の
７
つ
の
合
唱
団
の
定
期

演
奏
会
「
日
野
川
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
日
野
川
合
唱
連
盟
主
催
）」
が
７
月　

日
、

３１

町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
ち
か
ら
は
、
森
の
子
合
唱
団
、
コ
ー

ラ
ス
グ
ル
ー
プ
ア
ザ
レ
ア
、
合
唱
団
お
し

ど
り
た
ち
が
出
演
し
、
美
し
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
聞
か
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
演
奏
と
し
て
米
子
市
在
住

の
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
、
小
椋
美
香
子
さ
ん
、

恩
田
千
絵
さ
ん
に
よ
る
「
中
山
晋
平
の
世

界
」
と
題
し
た
歌
唱
も
行
わ
れ
、
観
客
た
ち

は
そ
の
張
り
の
あ
る
豊
か
な
歌
声
に
聞
き

惚
れ
て
い
ま
し
た
。

響
き
わ
た
る
澄
ん
だ
歌
声

　
　

地元とボランティアが力を合わせて

コーラスグループアザレア (黒坂 )のみなさん


